
３級対策問題－①                            
 
 
 

＊問題1＋ 次の文の（ ）の中にある語句のうち、適切なものを選び、解答欄に番号で答えなさい。  

（注）解答欄以外の解答は不正解とする。 

＜解答欄＞ 

 

（１） コンピュータの扱う情報の最小単位は（１．ビット、２．バイト）である。 

 

 

（２） 表計算ソフトウェアにおいて、除算を処理する場合は、 

（１．アスタリスク、２．スラッシュ）記号を使う。 

 

（３） ビジネス文書で、受信者が不特定多数あての場合は（１．各位、２．御中） 

を用いる。  

 

（４） インターネットで使われている技術を利用した社内ＬＡＮのことを 

（１．ネチケット、２．イントラネット）という。   

 

（５） Ｂ４判用紙とＡ４判用紙では、Ｂ４判用紙の方が 

（１．小さい、２．大きい）。  

 

（６） 「来る」の尊敬語は（１．いらっしゃる、２．参る）である。 

       

 

（７） 表計算ソフトウェアにおいて、グラフ内に凡例を後から追加することは 

   （１．可能である、２．不可能である）。 

 

（８） ディスプレイ画面を見ながら行う入力・編集などの作業のことを、 

（１．ＵＲＬ、２．ＶＤＴ）という。 

 

（９） 中央演算処理装置のことを（１．ＣＰＵ、２．ＬＡＮ）という。 

 

 

（10） ６月の時候のあいさつで用いられるのは（１．陽春の候、２．梅雨の候） 

   である。 

 

（11） コンピュータのソフトウェアのマニュアルは、著作権の対象 

（１．である、２．ではない）。 

 

（12） 表計算ソフトウェアにおいて、通常、列名はアルファベット、行番号は 

（１．数字、２．アルファベット）で表示される。 

 

（13） 全体の平均値をもとに、個別の優劣を各項目ごとに比較するには、  

（１．円グラフ、２．レーダーチャート）が適している。 
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① 

 

（14） ビジネス用語において「差し当たり」という慣用表現は、 

（１．まずは、２．とりあえず）という。 

 

（15） 印字にトナーを用いるのは（１．レーザービーム、２．ドットインパクト） 

プリンタである。 

 

（16） ＪＩＳ情報交換用の波ダッシュは（１．「--」、２．「～」）である。  

 

 

（17） 通常、パソコンで使われる「ＯＳ」とは 

（１．基本ソフト、２．応用ソフト）のことである。 

 

（18） 「イントラネット」とは、インターネットの技術を利用した 

（１．商用データベース、２．社内のＬＡＮ）のことである。 

 

（19） 企業が生活活動やサービスによって新たに生み出した価値を、       

（１．付加価値、２．抵当価値）という。 

 

（20） 表計算ソフトウェアにおいて、順位を求める場合は（１．ＲＡＮＫ関数、 

２．ＭＡＸ関数）を使用する。 

 
 
 
 
 

＊問題２＋ 次の文章の中に漢字の誤りが３か所、送り仮名の誤り２か所がある。それらを抜き出し、 

解答欄に正しく表記しなさい。 
 
 

  あなたの１日の職場生活を考えてみてほしい。朝、職場に入いって上司や同僚とあいさつ 

 をし会話を交わす、得意先と電話で打ち合わせをする、仕入先に発柱をする、接客をし仕事 

の説明をする、会議で意見交換を行う、上司に報告する、部下を指導するなど。仕事とは、 

すべて話をすることなのだ。職場でテキパキ行動し熊率的な仕事をしている人を観擦してみ 

てほしい。実に話し方が上手で、ムダのない話をしていることに気がつくはずである。短か 

い言葉で効果的に自分の考えを伝える力を身につけているのである。 
 

＜解答欄＞ 

漢 字 

 

→ 

→ 

→ 
 

送り仮名 

     → 

     → 
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